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研究成果の概要： 
 
本研究課題では「視覚運動刺激による視空間の歪み」という知見を基にして、【a】視知覚にお

ける運動座標軸（網膜座標系-物体中心系−絶対座標系）の問題、【b】視空間の歪みのダイナミ

ックな変化を調べる研究を行った。その結果、【a】視覚運動刺激による空間の歪みが、物体中

心座標系で生じているにもかかわらず、その視覚運動入力は網膜座標上のものであること

（Watanabe & Yokoi, 2007）、【b】運動刺激の前方と後方では異なったダイナミクスでのメカニ

ズムが働いていること (Watanabe & Yokoi, 2008)等を示唆する結果を得た。また、新たな試み

として時間的な歪みにも研究の展開を行い、予測されない視覚刺激が提示された時に、その時

間的近傍のイベントが視覚刺激のタイミングにより近く感じられるという現象（temporal 

magnet effect)を発見した（Ohyama & Watanabe, 2007）。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 
極めて特殊な事態を除けば、人間は常にダイ
ナミックな視覚環境で行動している。このよ
うな状況での知覚を単純化し実験心理学的
に調べることは、日常生活における人間の知
覚・認知・注意特性を知る上での重要な基盤

となる。近年、視覚の心理物理学の分野では、
視覚運動刺激が視覚位置判断に及ぼす影響
が注目を集めており、申請者も複数の研究を
行ってき。申請者が平成１６～１７年度に科
学研究費補助金を受けて行った「視覚刺激が
知覚位置判断に及ぼす影響に関する実験心
理学的研究」では、視覚的誤定位の非対称性
（瞬間提示された視覚刺激の知覚的位置の
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誤りが、運動する物体の後方よりも前方のほ
うで大きいという現象）に関して、（1）運動
視覚刺激の知覚的グルーピングは視覚的誤
定位の非対称性に先立って行われること、
（2）誤定位の非対称性が運動物体中心座標
系で起きている可能性、（3）誤定位の非対称
性は時間的な知覚判断とは無関係であるこ
と等を実証した。加えて、(i)「視覚的誤定
位の非対称性は注意の影響を受ける」、(ii)
「視覚的運動による他の視覚刺激の誤定位
は、視覚的運動のが意識にのぼらないと生じ
ない」(iii)「誤定位の非対称性は、視覚的
運動に平行な方向だけでなく垂直な方向に
も起きていて、実際には２次元的な視空間の
歪みを生じさせている」などの現象を見いだ
し、この現象を用いた研究の発展性が示され
ていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題では、申請者により今まで得られ
た成果の中でも「視覚運動刺激による視空間
の歪み」という知見を基にして、実験心理学
的研究を進めることを目的としていた。下図
は原点に運動刺激が存在すると想定した場
合の、瞬間提示刺激の空間的誤定位をベクト
ルで示しており、視覚運動刺激の後方に存在
すると想定される特異点に引き寄せられる
様に視空間が歪んでいることが分かる。本研
究では、特に【a】「視覚運動刺激による視空
間の歪み」の座標軸（網膜座標系-絶対座標
系）の問題、【b】視覚運動刺激によって視覚
刺激の位置表象が影響を受ける際に、どのよ
うな時間変化で視空間が歪むのかに注目し
て実験を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．研究の方法 
 
被験者がディスプレイに提示される視覚刺
激を見て、コンピュータマウスを含む反応デ
バイスを使うという通常の心理物理実験の
手法を用いて実験を行った（下図）。被験者
は運動刺激を見た後、知覚された位置にマウ
スカーソルを持っていき反応した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
【a】「視覚運動刺激による視空間の歪み」の

座標軸（網膜座標系-絶対座標系）の問題に

関しては、視覚運動刺激による空間の歪みが、

物体中心座標系で生じているにもかかわら

ず、その視覚運動入力は網膜座標上のもので

あることが分かった。この結果は、人間が運

動刺激を観察する時に生じる視覚空間の歪

みが、脳内での複数の座標軸のインタラクシ

ョンの結果であることを示唆している

（Watanabe & Yokoi, 2007；下図）。 

 



 

 

 
 

 

【b】視空間の歪みのダイナミックな変化を

調べる実験では、視覚運動刺激のオンセット

とオフセットの時間の周辺にプローブを提

示することによって、視空間の変形のダイナ

ミクスを計る実験の成果を確実なものにし、

運動刺激の前方と後方では異なったメカニ

ズムが働いていることを示唆する結果を得

た(Watanabe & Yokoi, 2008;下図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【c】一方で、新たな試みとして、空間的な

歪みだけではなく、時間的な歪みにも研究の

展開を行い、予測されない視覚刺激が提示さ

れた時に、その時間的近傍のイベントが、そ

の予測されない視覚刺激のタイミングによ

り近く感じられるという現象（temporal 

magnet effect; 下図)を発見した（Ohyama & 

Watanabe, 2007）。さらに２００８年度には、

それを聴覚刺激に拡張した実験を行い、聴覚

刺激においても同様の現象が起きる事を発

見した。 
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